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日程表 

 

 3月 27日(土) 3月 28日（日） 

6:00   

起床 

7:00   

朝食 

8:00   

清掃 

9:00  朝礼・スカウツオウン/テント撤収 

ハイキング 

10:00   

11:00   

12:00  ハイキング終了 

閉会式 

13:00 集合 

①能訓練：テント設営 

 

14:00   

15:00 ②技能訓練：マーキー設営  

16:00 ③技能訓練：ロープワーク  

17:00 休憩 

夕食 

 

18:00  

入浴 

 

19:00  

④技能訓練：ハイキング企画 

 

20:00   

21:00   

22:00 就寝準備 

消灯 
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2級章課目（抜粋） 

 

⑴ハイキング・読図 

①16 方位と方位角の呼び方を覚え、コンパスで進路を発見す

る。 

②2 万 5 千分の１地形図を用いて次のことをする。 

ア）図上に示された 2 つの地点の間の方位角、直線距離、標

高差、道路に沿った歩行距離を読む。 

イ）真北と磁北の違いを説明する。 

ウ）500m（または１km）ごとの方眼を正確に書き入れた地

形図により、6桁（または8 桁）座標読みを行い、示された地

点に到達する。 

③三角点、水準点、標高点、等高線とは何かを知り、三角点また

は水準点の標石を発見する。 

④10 個以上の地形図記号を覚える。 

⑤コンパスを用い、バックベアリングができる。 

⑥地図とコンパスを用いた 10km 程度のハイキングを計画し、

隊長の指名する 2 級以上のスカウト（但し、適任者がいない場

合はベンチャースカウトも可）とともに、保護者の同意のもと実

施し、報告する。このハイキングは、1.基本(1)および 6.班長会

議(1)以外の課目を終了した後に、仕上げの課目として行う。

(★) 
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1級章課目（抜粋） 

 

⑵ハイキング・読図 

①日中、夜間においてコンパスを用いずに 2 種類の方法で方

位を発見する。 

②300m 以上の距離に追跡記号を設置し班員を誘導する。 

③クロスベアリングの手法を用い、地形図上で現在地を発見す

る。 

⑶ロープ結び 

①次のロープ結びの使いみちを理解し、実際に使う。 

ア）垣根結び イ）よろい結び ウ）バタフライノット 

エ）馬つなぎ オ）からみ止め カ）バックスプライス 

キ）角しばり ク）はさみしばり ケ）筋かいしばり 
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⑴ パトローリングの正しい方法と、その意味を説明する。 

① パトローリングの正しい方法 

 

② 班の人数に応じたパトローリング 
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⑵ ハイキングの装備携行品一覧表を作成する。 

№ 携行品 
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⑶ ハイキングで観察物を 3 種以上スケッチする。 

スケッチ① 

スケッチ② 

スケッチ③ 
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⑷ 地球にやさしい野外活動をするために、ハイキングで何ができ

るかを説明できる（アウトドアコード）。 
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⑸ 道に迷ったときの対処の方法を説明できる。 
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⑹ ハイキングで野帳をつけ、またその野帳によって略地図を作る。 
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⑺ ハイキングに適切な服装、雨具、靴について説明できる。 

① 服装について 

② 雨具について 

③ 靴について 
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⑻ 自然環境を利用した天気の予測ができる。 
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スカウツオウン・サービスの進め方 

・進め方（例） 

進め方 内容 

１．黙想 （しずかに目を閉じ、自分自身の心を落ち着

かせる） 

２．歌 （できるだけ活動のテーマに合ったものや心

が落ち着く歌にする） 

３．おきて唱

和 

（活動テーマに合うおきてを一つ選ぶことに

よって、印象づける） 

４．Ｂ-Ｐの

言葉 

（Ｂ-Ｐにかかわらなくても良いが、活動テー

マに合った短い話しにする） 

５．発表 （活動の始めは、おきてに基づき、自分がで

きること、活動の終わりは、おきてに基づ

き、自分ができたことやできなかったことを

発表する） 

６．黙とう （自分の心と向き合う時間。活動の始めな

ら、おきてに基づき、自分が実践できること

を心にちかい、活動の終わりなら実践できた

ことを感謝し、実践できなかったことは反省

する） 

 

■初級章：5.信仰奨励 

(1)隊集会やキャンプ、ハイキングでスカウツオウン・サービスに

参加する。 

■2級章：5.信仰奨励 

(1)スカウツオウン・サービスで自分ができる役割を果たし、「ちか

い」と「おきて」を日常で実践したこと、実践により感じたことを

発表する。 

■1級章：5.信仰奨励 

(1)隊集会やキャンプ、ハイキングで行うスカウツオウン・サービス

で、主要な役割を果たす。  
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スカウツオウン・サービスの企画 

 

進め方 内容 

１．黙想 （しずかに目を閉じ、自分自身の心を落ち着

かせる） 

２．歌 
（今回は省略） 

３．おきて唱

和 

 

４．Ｂ-Ｐの

言葉 
（今回は省略） 

５．発表  

６．黙とう （自分の心と向き合う時間。活動の始めな

ら、おきてに基づき、自分が実践できること

を心にちかい、活動の終わりなら実践できた

ことを感謝し、実践できなかったことは反省

する） 
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期間中の役割 

 

(1)国旗掲揚・降納の当番 

期日 正手 副手 

27日 開会式   

27日 降納   

28日 朝礼   

28日 閉会式   

 

 

（２）その他の役割 
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メモ 


